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は
じ
め
に

明
代
後
期
、
蘇
州
を
活
動
の
中
心
地
と
し
た
馮
夢
龍
（
明
万
暦
二
年
~
清
順
治
三
年
︹
一
五
七
四
~
一
六
四
六
︺）
に
よ
っ
て
編
纂
刊
行
さ
れ
た

三
部
の
短
篇
白
話
小
説
集
、『
古
今
小
說
』（
後
に
『
喩
世
明
言
』
と
改
題
し
て
再
版
、
刊
行
時
期
不
明
（
１
））・『
警
世
通
言
』（
天
啓
四
年
︹
一
六
二
四
︺
序
）・

『
醒
世
恒
言
』（
天
啓
七
年
︹
一
六
二
七
︺
序
︺）、
所
謂
「
三
言
」
に
は
、
凡
そ
百
二
十
篇
の
話
本
（
宋
代
瓦
舎
で
講
釈
師
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
た
と

み
ら
れ
る
小
説
）
及
び
擬
話
本
（
話
本
に
倣
っ
て
後
世
に
作
ら
れ
た
小
説
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
か
つ
て
山
口
一
郎
が
述
べ
た
よ
う

に
、
文
官
や
生
員
と
い
っ
た
読
書
人
の
高
雅
な
世
界
だ
け
で
な
く
、
農
民
・
職
人
・
商
人
・
奴
僕
・
妓
女
・
藝
人
に
到
る
ま
で
、
中
下

層
庶
民
の
世
界
が
多
方
面
に
わ
た
っ
て
描
き
出
さ
れ
、
彼
ら
の
声
が
代
弁
さ
れ
て
い
る（

２
）。
そ
れ
ゆ
え
に
、
三
言
の
作
品
性
・
思
想
性
に

つ
い
て
は
、
し
ば
し
ば
「
新
興
的
市
民
階
層
」「
反
封
建
的
意
識
」
と
い
う
切
り
口
か
ら
語
ら
れ
る
。
実
際
、
三
言
に
は
、
身
分
の
高
低

と
立
派
な
考
え
は
比
例
し
な
い
と
い
う
考
え
、
い
わ
ば
「
平
等
精
神
」
が
垣
間
見
え
る
。
例
え
ば
、『
醒
世
恒
言
』
巻
十
八
「
施
潤
澤
灘

闕
遇
友
」
に
見
え
る
次
の
言
葉
は（

３
）、
そ
れ
を
象
徴
し
て
い
よ
う
。

　
　

衣
冠
君
子
中
、
多
有
見
利
忘
義
的
、
不
意
愚
夫
愚
婦
到
有
這
等
見
識
。

　

 　
高
い
身
分
の
君
子
の
中
に
利
益
に
目
が
く
ら
ん
で
人
の
道
を
忘
れ
る
者
が
多
く
、
教
養
も
無
い
男
女
に
か
え
っ
て
こ
の
よ
う
な
立
派
な
考
え
が
あ
ろ
う
と
は
。

し
か
し
、
現
代
を
生
き
る
我
々
が
三
言
を
読
む
時
、
社
会
制
度
の
全
く
異
な
る
世
界
に
生
き
る
登
場
人
物
た
ち
の
生
い
立
ち
や
心
情
、

そ
の
作
品
性
を
正
確
に
理
解
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
作
品
を
真
に
理
解
し
よ
う
と
思
え
ば
、
作
品
の
向
こ
う
に
あ
る
社
会

井

口

千

雪

馮
夢
龍
三
言
に
見
る
軍
士
の
表
象
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的
・
歴
史
的
背
景
を
よ
り
深
く
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
明
清
文
学
を
分
析
し
た
研
究
に
、
大
木
康
氏
の
名
著
『
明
清
文
学
の
人
び
と
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
八
年
）
が
あ

る
。
本
書
は
、「
文
学
作
品
そ
の
も
の
を
見
る
と
同
時
に
、
文
学
の
背
景
を
な
す
社
会
の
様
子
を
も
描
き
出
せ
れ
ば
と
企
図
し
た
」（
六

頁
）
と
言
う
よ
う
に
、
皇
帝
（
及
び
宦
官
）・
受
験
生
・
官
僚
（
文
官
）・
農
民
・
職
人
・
商
人
・
医
者
・
江
湖
の
人
々
・
奴
僕
・
僧
侶
と
い

う
分
別
を
な
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
文
学
の
創
作
者
・
読
者
と
な
る
例
、
或
い
は
文
学
に
描
か
れ
る
例
を
挙
げ
つ
つ
、
当
時
の
彼
ら
の
社
会

的
立
場
を
考
察
し
、「
身
分
、
階
層
、
職
業
と
い
う
切
り
口
か
ら
」（
七
頁
）
読
者
を
し
て
明
清
文
学
作
品
を
よ
り
深
く
理
解
せ
し
め
る
こ

と
に
成
功
し
て
い
る
。

少
し
く
拙
見
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
明
代
、
社
会
構
成
員
と
し
て
か
な
り
の
数
を
占
め
て
い
た
武
官
・
軍
士
と
い
う
身
分
の
人
々
に
つ

い
て
は
、
大
木
氏
の
著
書
で
は
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
い
ま
だ
一
考
の
余
地
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
武
官
・
軍
士
の
活
動
は
、

「
文
」
と
は
結
び
つ
き
難
い
面
も
あ
る
た
め
か
、
文
学
研
究
方
面
で
は
着
目
さ
れ
る
こ
と
か
ら
し
て
少
な
い
。
し
か
し
、
三
言
に
は
や
は

り
武
官
・
軍
士
が
し
ば
し
ば
登
場
し
て
い
る
。
武
官
の
描
写
に
つ
い
て
は
次
稿
で
論
ず
る
こ
と
と
し
て
、
本
論
で
は
、
三
言
に
描
か
れ

た
軍
士
の
表
象
、
特
に
馮
夢
龍
が
生
き
た
明
代
の
軍
士
の
表
象
に
焦
点
を
あ
て
、
彼
ら
が
こ
の
短
篇
白
話
小
説
集
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な
役
割
を
担
う
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
。
ま
た
、
彼
ら
の
社
会
的
立
場
や
生
活
の
実
態
に
言
及
し
な
が
ら
、
社

会
史
的
視
座
を
も
っ
て
本
作
を
紐
解
く
こ
と
を
試
み
る
。

一　

元
代
以
前
を
舞
台
と
す
る
篇
に
お
け
る
軍
士

本
論
で
主
に
論
じ
た
い
の
は
、
三
言
の
編
者
、
馮
夢
龍
の
生
き
た
明
代
の
軍
士
の
表
象
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
、
元
代
以
前
を
舞
台

と
す
る
各
篇
に
つ
い
て
も
略
述
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
附
言
し
て
お
く
が
、
一
口
に
「
武
官
」「
軍
士
」
と
言
っ
て
も
、
時
代
に
よ
っ

て
軍
制
は
大
き
く
異
な
る
。
ゆ
え
に
三
言
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
唐
の
節
度
使
、
五
代
・
宋
の
殿
前
太
尉
や
太
尉
、
元
の
万
戸
と
い
っ

た
武
官
を
ひ
と
く
く
り
に
し
て
よ
い
の
か
、
唐
か
ら
宋
の
府
兵
制
・
募
兵
制
に
よ
り
徴
兵
さ
れ
た
兵
士
と
、
元
代
の
世
襲
軍
戸
か
ら
輩

出
さ
れ
た
軍
士
を
ひ
と
く
く
り
に
し
て
よ
い
の
か
な
ど
、
難
し
い
所
が
あ
る
。
ま
た
明
朝
の
軍
政
も
元
朝
以
前
と
は
異
な
る
わ
け
だ
が
、

馮
夢
龍
三
言
に
見
る
軍
士
の
表
象
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三
言
が
編
纂
刊
行
さ
れ
た
明
代
後
期
の
人
々
は
、
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
武
官
・
軍
士
が
異
な
る
時
代
の
軍
制
下
に
あ
ろ
う
と
、
そ
れ

を
明
朝
の
武
官
・
軍
士
に
ひ
き
つ
け
て
読
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
細
か
い
区
別
は
こ
こ
で
は
措
く
こ
と
に
し
た
い
。

軍
士
（
兵
士
）
の
社
会
的
立
場
は
、
い
か
な
る
時
代
に
お
い
て
も
、
決
し
て
恵
ま
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
情
況
は
三
言
に
も

し
ば
し
ば
表
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
三
言
に
は
木
蘭
の
故
事
（
伝
説
）
が
頻
出
す
る
が
、『
古
今
小
說
（
喩
世
明
言
）』
巻
二
八
「
李
秀
卿
義

結
黃
貞
女
」
の
入
話
に
は
以
下
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　

 　

因
父
親
被
有
司
點
做
邉
庭
戌
卒
、
木
蘭
可
憐
父
親
多
病
、
扮
女
爲
男
、
代
替
其
役
。
︙（
中
略
）︙
餐
風
宿
草
、
受
了
百
般
辛
苦
。

　

 　
父
親
が
お
役
所
に
よ
っ
て
辺
境
の
兵
卒
と
し
て
徴
兵
さ
れ
た
た
め
、
木
蘭
は
父
が
病
気
が
ち
で
あ
る
の
を
か
わ
い
そ
う
に
思
っ
て
、
男
子
に
扮
装
し
て
、
父

の
代
わ
り
に
兵
役
に
赴
い
た
。
︙
（
中
略
）
︙
風
に
さ
ら
さ
れ
野
辺
に
寝
て
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
苦
労
を
味
わ
っ
た
。

木
蘭
の
故
事
は
、
辺
地
で
軍
事
に
従
事
す
る
兵
士
の
生
活
の
苦
し
さ
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、『
古
今
小
說
（
喩
世
明
言
）』
巻
二
七
「
金
玉
奴
棒
打
薄
情
郎
」
は
南
宋
の
紹
興
年
間
を
舞
台
と
す
る
篇
で
あ
る
が
、
作
中
に
以

下
の
よ
う
な
文
言
が
見
ら
れ
る
。

　
　

若
數
着
「
良
賤
」
二
字
、
只
說
娼
・
優
・
隷
・
卒
、
四
般
爲
賤
流
、
到
數
不
着
那
乞
丐
。

　
　
「
良
賤
（
賤
人
）」
と
は
、
淫
売
・
役
者
・
奴
僕
・
兵
卒
の
四
つ
で
、
乞
食
は
そ
の
中
に
は
数
え
な
い
。

兵
士
が
賤
し
い
身
分
の
者
と
み
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

兵
士
自
身
が
そ
の
身
分
を
歎
く
例
も
あ
る
。『
古
今
小
說
（
喩
世
明
言
）』
巻
十
八
「
楊
八
郎
越
國
奇
逢
」
の
入
話
に
は
、
宋
朝
の
軍
卒

楊
仁
杲
の
故
事
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
軍
卒
楊
仁
杲
は
、
宰
相
丁
謂
の
邸
の
造
営
に
従
事
さ
せ
ら
れ
、
夏
の
酷
暑
の
も
と
土
を
背
負
っ

て
石
を
運
び
、
汗
が
と
め
ど
な
く
流
れ
る
の
で
、
以
下
の
よ
う
に
恨
み
言
を
ご
ち
た
。

　
　

同
是
一
般
父
母
所
生
、
那
住
房
子
的
、
何
等
安
樂
。
我
們
替
他
做
工
的
、
何
等
吃
苦
。

　

 　
同
じ
よ
う
に
親
か
ら
生
ま
れ
た
人
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
の
邸
に
住
む
人
は
、
な
ん
と
安
楽
な
こ
と
だ
ろ
う
。
わ
れ
ら
は
あ
の
人
の
た
め
に
働
か
さ
れ
て
、

な
ん
と
苦
し
い
目
を
み
る
こ
と
だ
ろ
う
。

し
か
し
こ
の
恨
み
言
を
管
工
官
（
工
事
監
督
の
役
人
）
に
聞
か
れ
て
し
ま
い
、
楊
仁
杲
は
「
一
頓
皮
鞭
打
得
負
痛
呑
聲
」（
皮
の
鞭
で
ひ
と
し
き

り
打
ち
つ
け
ら
れ
て
痛
い
の
を
声
も
立
て
ず
我
慢
し
た
）。
不
平
を
感
じ
る
苦
境
に
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
口
に
出
す
こ
と
さ
え
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
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で
あ
る
。
但
し
こ
の
入
話
に
つ
い
て
は
、
三
言
で
は
、
軍
卒
と
し
て
辛
酸
を
舐
め
た
楊
仁
杲
が
後
に
出
世
し
、
武
官
の
最
高
位
で
あ
る

太
尉
に
の
ぼ
っ
て
皇
親
と
呼
ば
れ
、
朝
廷
よ
り
丁
謂
の
邸
を
賜
る
と
い
う
上
昇
物
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
原
話
と
み
ら
れ
る

北
宋
の
魏
泰
撰
『
東
軒
筆
錄
』
巻
二（
４
）で
は
、
彼
（『
東
軒
筆
錄
』
で
は
「
楊
景0

宗
」）
は
「
無
頼
、
以
罪
隷
軍
營
」（
無
頼
漢
で
あ
り
、
罪
に
よ
っ
て
軍

営
に
隷
属
さ
せ
ら
れ
た
）
人
物
だ
と
い
う
か
ら
、
本
来
は
軍
卒
の
苦
し
み
を
味
わ
う
の
も
自
業
自
得
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
こ
と
は
言
い
添

え
て
お
く
べ
き
か
。

も
う
一
つ
、
軍
士
（
兵
士
）
の
生
活
の
様
相
が
う
か
が
え
る
例
を
挙
げ
て
お
く
。『
古
今
小
說
（
喩
世
明
言
）』
巻
三
「
新
橋
市
韓
五
賣
春

情
」
は
、
南
宋
の
時
、
臨
安
（
現
浙
江
省
杭
州
市
）
の
糸
屋
の
息
子
呉
山
が
、
美
貌
の
女
韓
金
奴
（
実
は
女
郎
）
に
店
の
部
屋
を
貸
し
て
い
る

う
ち
、
男
女
の
関
係
を
結
ん
で
し
ま
い
、
近
所
の
目
を
避
け
て
女
を
他
所
へ
移
り
住
ま
わ
せ
る
が
、
ま
た
女
を
訪
ね
て
行
っ
て
淫
欲
を

尽
く
し
た
た
め
に
、
瀕
死
と
な
っ
て
危
う
く
命
を
落
と
し
か
け
た
と
い
う
物
語
で
あ
る
（『
金
瓶
梅
詞
話
』
第
九
十
八
・
九
十
九
回
の
陳
経
済
が
韓

愛
姐
に
会
う
一
段
と
類
似
（
５
））。
呉
山
の
店
を
追
わ
れ
た
韓
金
奴
が
移
り
住
ん
だ
横
橋
街
は
、「
遊
奕
營
羊
毛
寨
南
」（
遊
奕
営
・
羊
毛
寨
は
史
料
に
は

見
当
た
ら
な
い
が
、
軍
営
、
兵
の
駐
屯
地
で
あ
ろ
う
）
に
位
置
し
て
お
り
、

　
　

那
條
街
上
倶
是
營
裡
軍
家
、
不
好
此
事
。

　
　
そ
の
街
の
辺
り
は
全
部
営
中
の
軍
士
の
家
ば
か
り
で
、
色
を
好
む
者
が
な
い
。

と
い
う
。
ち
な
み
に
「
軍
家
」
と
い
う
語
に
は
「
軍
事
家
」
即
ち
「
武
官
」
の
意
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
そ
の
街
の
辺
り
は
全
部
営

中
の
武
官
で
」
と
解
釈
す
る
と
文
法
的
に
不
自
然
に
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
軍
」
は
兵
士
の
意
、「
家
」
は
住
む
家
の
意
、
即
ち
「
軍

家
」
は
「
兵
士
の
家
」
と
解
釈
す
べ
き
と
考
え
る
（
異
説
も
あ
る
（
６
））。
実
際
、
武
官
は
と
も
か
く
、
軍
士
が
女
郎
遊
び
や
妓
女
遊
び
を
す
る

と
い
う
話
は
ほ
と
ん
ど
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
こ
の
一
文
は
、
軍
士
と
そ
の
家
族
の
生
活
が
、
従
軍
と
そ
の
輔
佐
に
精
一
杯
で
、
色
事

に
耽
る
よ
う
な
余
裕
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
描
写
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

二　

明
代
軍
士
の
貧
窮
な
る
生
活

明
朝
は
、
元
朝
の
軍
制
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
発
展
さ
せ
、
都
に
京
衛
、
各
地
に
衛
及
び
千
戸
所
と
い
う
軍
事
拠
点
を
置
き
、
明
初
と

馮
夢
龍
三
言
に
見
る
軍
士
の
表
象
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永
楽
初
に
軍
功
を
あ
げ
た
者
を
指
揮
・
千
戸
・
百
戸
と
い
っ
た
武
官
に
封
じ
て
衛
所
の
軍
士
を
統
率
さ
せ
た
。
武
官
は
基
本
的
に
嫡
長

子
に
よ
る
世
襲
制
が
と
ら
れ
（
こ
れ
を
「
世
官
」
と
称
す
。
他
に
一
代
限
り
の
武
官
で
あ
る
「
流
官
」
も
存
在
す
る
）、
衛
所
に
属
す
る
軍
士
は
、
国
民

を
民
戸
・
軍
戸
・
匠
戸
に
振
り
分
け
た
う
ち
の
軍
戸
か
ら
、
一
戸
ご
と
に
一
丁
（
成
人
男
子
）
を
出
さ
せ
、
老
疾
死
亡
が
あ
れ
ば
同
戸
か

ら
次
の
者
を
求
め
る
と
い
う
形
で
世
襲
制
が
と
ら
れ
た
。
国
内
の
叛
乱
鎮
圧
と
辺
境
防
衛
を
恒
久
的
に
担
保
す
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う

な
「
衛
所
制
」
と
称
さ
れ
る
軍
事
制
度
を
全
国
に
敷
い
た
の
で
あ
る（

７
）。

洪
武
二
十
五
年
（
一
三
九
二
）
の
時
点
で
、
全
国
の
武
官
は
一
万
六
四
八
九
人
、
軍
士
は
一
一
九
万
八
四
四
二
人
い
た
と
さ
れ
る（

８
）。

全

人
口
が
約
一
千
万
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
国
民
の
八
分
の
一
が
軍
事
に
従
事
し
、
そ
の
従
軍
生
活
を
支
え
て
い
た
家
族
を
も
含
め
れ
ば
、

国
民
の
約
五
分
の
一
が
武
官
・
軍
士
及
び
そ
れ
を
支
え
る
義
務
を
負
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
明
代
中
期
以
降
に
は
軍
士
の
逃

亡
が
顕
著
と
な
り
、
明
末
に
は
衛
所
の
軍
士
不
足
を
補
う
た
め
に
募
兵
制
に
よ
る
兵
士
が
充
て
ら
れ
る
と
い
う
状
況
も
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
衛
所
制
は
崩
壊
し
た
と
す
る
論
調
も
あ
る
が
、
川
越
泰
博
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
衛
所
制
度
そ
の
も
の
は
明
末
ま
で
歴
と
し
て

存
在
し
た
の
で
あ
り（

９
）、
世
襲
の
義
務
を
負
っ
て
従
軍
す
る
武
官
・
軍
士
が
明
末
に
至
る
ま
で
相
当
数
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
そ
れ

は
決
し
て
無
視
し
て
よ
い
よ
う
な
小
さ
な
数
字
で
は
な
い
。

明
朝
に
お
け
る
軍
士
の
生
活
の
実
態
、
法
的
制
度
、
社
会
的
身
分
に
つ
い
て
は
、
王
毓
銓
の
研
究
が
史
学
分
野
で
の
嚆
矢
で
あ
り
、

且
つ
全
体
像
を
と
ら
え
て
い
る
。
今
そ
の
著
書
『
明
代
的
軍
屯
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
）
の
一
部
を
こ
こ
に
要
略
す
る
と
、
軍
戸
は
戸

ご
と
に
成
年
男
子
一
丁
を
出
し
、
軍
士
と
な
る
者
（「
正
軍
」
と
称
す
）
は
、
妻
が
あ
れ
ば
妻
と
と
も
に
、
時
に
は
生
活
を
支
え
る
戸
家
の

男
子
（「
余
丁
」
と
称
す
）
を
連
れ
て
、
予
め
指
定
さ
れ
て
い
る
衛
所
へ
赴
き
軍
役
に
服
す
る
。
そ
の
際
、
逃
亡
が
容
易
で
な
く
な
る
よ
う

故
郷
か
ら
離
れ
た
衛
所
に
隷
属
さ
せ
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
、
衛
所
に
向
か
う
路
上
で
凍
死
、
餓
死
、
病
死
し
た
り
す
る
者
も
多
か
っ

た
。
軍
戸
下
の
家
族
は
軍
装
や
路
銀
を
供
給
せ
ね
ば
な
ら
ず
、「
一
軍
出
則
一
家
敞マ
マ

、
一
伍
出
則
一
里
敞マ
マ

」（
一
人
の
軍
士
が
出
れ
ば
一
家
が
困

窮
し
、
五
人
が
出
れ
ば
一
里
が
困
窮
す
る
／
明
・
汪
道
昆
「
遼
東
善
後
事
宜
疏（（1
（

」）
有
様
で
あ
っ
た
。
軍
士
は
衛
所
で
「
操
守
旗
軍
」（
操
練
防
守
に
従
事
）

と
「
屯
種
旗
軍
」（
屯
田
の
耕
作
に
従
事
）
に
分
け
ら
れ
る
。
操
守
旗
軍
は
寒
暑
に
耐
え
て
操
練
に
参
加
し
、
戦
が
あ
れ
ば
命
を
か
け
ね
ば

な
ら
な
い
し
、
屯
田
旗
軍
は
痩
せ
た
土
地
を
与
え
ら
れ
て
、
十
分
な
物
資
も
支
給
さ
れ
ず
、
し
か
し
決
め
ら
れ
た
屯
田
子
粒
（
糧
米
）
を

収
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
月
糧
が
不
足
し
て
給
与
さ
れ
な
い
こ
と
も
多
く
、
苦
し
い
生
活
に
耐
え
ら
れ
ず
逃
亡
す
る
軍
士
が
後
を
絶
た
な
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か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
逃
亡
軍
士
ら
が
集
ま
っ
て
山
寨
を
拠
点
と
し
、
所
謂
「
兵
変
」
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
っ
た（

（1
（

。

三
言
に
お
い
て
、
そ
ん
な
軍
士
の
艱
難
困
窮
す
る
様
を
ま
ざ
ま
ざ
と
描
い
て
い
る
の
が
、『
醒
世
恒
言
』
巻
十
「
劉
小
官
雌
雄
兄
弟
」

の
一
篇
で
あ
る
。
明
の
宣
徳
年
間
（
一
四
二
六－

三
五
）
の
こ
と
、
あ
る
冬
の
大
雪
の
日
、
河
西
務
（
現
天
津
市
武
清
区
）
の
村
で
小
さ
な
居
酒

屋
を
営
む
劉
徳
夫
婦
は
、
店
の
前
で
行
き
倒
れ
た
旅
人
方
勇
を
扶
け
て
酒
食
を
与
え
、
宿
に
泊
め
て
や
る
。
こ
の
方
勇
と
い
う
男
は
六

十
才
ほ
ど
、
龍
虎
衛
（
京
衛
の
一
つ
）
の
軍
士
で
、
妻
の
葬
儀
費
用
を
得
る
た
め
に
原
籍
の
山
東
済
寧
へ
帰
る
途
中
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

ま
ま
病
の
た
め
死
ん
で
し
ま
う
。
方
勇
が
伴
っ
て
い
た
息
子
の
申
児
は
、
劉
徳
夫
婦
の
養
子
に
し
て
も
ら
っ
て
劉
方
と
改
名
す
る
。
二

年
後
、
夫
婦
は
黄
河
で
転
覆
事
故
に
遭
っ
た
劉
奇
と
い
う
青
年
も
助
け
て
養
子
に
し
て
や
る
。
二
人
の
子
は
孝
行
者
で
有
名
と
な
り
、

劉
徳
夫
婦
が
世
を
去
る
と
兄
弟
で
後
を
継
ぎ
、
布
店
を
開
い
て
繁
盛
す
る
。
数
年
後
、
実
は
劉
方
が
旅
の
不
便
を
配
慮
し
た
亡
父
に
男

装
さ
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
劉
奇
は
劉
方
を
娶
っ
て
妻
と
し
、
家
は
益
々
栄
え
た
。

本
篇
に
登
場
す
る
軍
士
方
勇
は
ど
の
よ
う
な
人
物
か
と
言
う
と
、
劉
徳
夫
婦
の
店
の
前
で
行
き
倒
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
扶
け
ら
れ
た

際
に
、
自
身
の
口
か
ら
以
下
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

　
　

老
漢
方
勇
、
是
京
師
龍
虎
衛
軍
士
、
原
籍
山
東
濟
寧
。
今
要
回
去
取
討
軍
庄
盤
纏
、
不
想
下
起
雪
來
。

　

 　
わ
た
く
し
方
勇
は
、
都
の
龍
虎
衛
の
軍
士
、
原
籍
は
山
東
済
寧
で
す
。
今
は
（
済
寧
の
）
軍
荘
に
金
を
求
め
に
帰
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
思
い
が
け
ず
雪
に

降
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ち
な
み
に
「
要
回
去
取
討
軍
庄
盤
纏
」
に
つ
い
て
、
辛
島
驍
は
「
駐
屯
地
の
旅
費
を
受
取
り
に
帰
る
と
こ
ろ
」
と
訳
し
て
い
る
が（

（1
（

、「
軍

庄
」
の
語
は
、
元
の
王
仲
文
撰
「
救
孝
子
賢
母
不
認
屍（
（1
（

」
雜
劇
の
第
一
折
に
見
え
る
「
他
爺
娘
家
姓
王
、
在
這
東
軍
庄

0

0

住
、
俺
在
這
西

軍
庄

0

0

住
。
俺
是
這
軍
戸
、
因
爲
夫
主
亡
化
、
孩
兒
年
小
、
謝
俺
貼
戸
替
當
了
二
十
多
年
」（
彼
女
の
父
母
は
王
姓
で
、
こ
こ
の
東
の
軍
荘

0

0

に
住
ん
で

お
り
、
私
達
は
こ
こ
の
西
の
軍
荘

0

0

に
住
ん
で
い
る
。
私
達
は
こ
こ
の
軍
戸
だ
が
、
夫
が
他
界
し
、
息
子
が
幼
い
た
め
に
、
う
ち
の
傭
兵
が
代
わ
り
に
二
十
数
年
も
︹
軍

役
に
︺
当
た
っ
て
く
れ
て
い
る
）
と
い
う
用
例
の
よ
う
に
、
軍
戸
が
多
く
住
む
村
、
即
ち
方
勇
の
故
郷
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
り
、「
盤
纏
」
も

こ
こ
で
は
「
旅
費
」
で
は
な
く
単
に
「
費
用
」
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
も
な
い
と
、
後
の
息
子
申
児
の
台
詞
「
前
年
喪
母
、
未
能

入
土
、
故
與
父
謀
歸
原
籍
、
求
取
些
銀
兩
來
殯
葬
」（
去
年
母
を
亡
く
し
、
ま
だ
墓
に
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
父
と
と
も
に
原
籍
に
帰
っ
て
、
い
く
ら

か
の
銀
両
を
得
て
来
て
葬
儀
を
行
う
つ
も
り
で
し
た
）
と
噛
み
合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
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ま
た
方
勇
の
い
で
た
ち
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
み
す
ぼ
ら
し
い
旅
人
姿
に
描
か
れ
る
。

　
　

六
十
來
歳
的
老
兒
、
行
纏
絞
脚
、
八
搭
麻
鞋
、
身
上
衣
服
甚
是
藍
褸
。

　
　
六
十
才
あ
ま
り
の
老
人
で
、
脚
絆
を
脚
に
締
め
、
麻
で
編
ん
だ
わ
ら
じ
を
履
き
、
身
に
は
ひ
ど
い
ぼ
ろ
を
纏
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
方
勇
の
台
詞
に
は
、
軍
士
の
貧
窮
ぶ
り
が
さ
ら
に
如
実
に
表
れ
る
。
済
寧
ま
で
は
ま
だ
遠
い
の
で
、
馬
で
も
買
っ
て
乗
っ
て

行
く
よ
う
に
と
劉
徳
に
勧
め
ら
れ
る
が
、
方
勇
は
「
老
漢
是
个
窮
軍
」（
私
は
貧
乏
な
軍
士
で
す
か
ら
）
と
断
る
。
酒
や
肉
を
出
さ
れ
て
も
全

く
手
を
つ
け
な
い
の
で
、
も
の
忌
み
で
も
し
て
い
る
の
か
と
訊
か
れ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
答
え
る
。

　
　

身
邊
盤
纏
短
少
、
喫
小
菜
飯
兒
、
還
恐
走
不
到
家
。
若
用
了
這
大
菜
、
便
去
了
幾
日
的
口
糧
、
怎
能
得
至
到
家
裏
。

　

 　
持
ち
合
わ
せ
の
費
用
が
少
な
く
、
漬
物
と
飯
を
食
べ
て
も
、
家
ま
で
た
ど
り
着
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
な
の
で
す
。
も
し
こ
の
よ
う
な
ご
馳
走
を
食

べ
れ
ば
、
何
日
分
か
の
食
事
の
費
用
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
と
て
も
故
郷
ま
で
行
け
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

北
京
か
ら
山
東
済
寧
ま
で
は
約
五
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
距
離
が
あ
る
が
、
路
銀
も
満
足
に
準
備
で
き
ぬ
ま
ま
、
妻
の
葬
儀
費
用
を

工
面
し
よ
う
と
旅
に
出
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
困
難
な
旅
路
に
六
十
才
を
過
ぎ
た
身
体
が
耐
え
ら
れ
ず
、
病
を
得
て

命
を
失
っ
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
、
な
ん
と
も
痛
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
文
献
に
は
、
こ
の
よ
う
に
軍
士
自
身
が
そ
の
生
活
の
苦
し

み
を
吐
露
す
る
よ
う
な
言
葉
は
ふ
つ
う
記
載
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
小
説
に
表
れ
て
い
る
こ
と
は
意
義
深
い
。

本
篇
の
原
話
は
、
葉
徳
均
の
指
摘
に
あ
る
通
り（

（1
（

、
明
の
陶
輔
（
夕
川
老
人
）
撰
の
文
言
小
説
集
『
花
影
集（
（1
（

』
巻
一
に
収
め
ら
れ
る
「
劉

方
三
義
傳
」
に
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。『
花
影
集
』
所
収
の
「
劉
方
三
義
傳
」
と
三
言
を
比
較
す
る
と
、
文
言
と
白
話
の
違
い
は
あ

れ
ど
、
あ
ら
す
じ
は
ほ
ぼ
完
全
に
一
致
し
て
い
る（

（1
（

。
し
か
し
、
軍
士
方
勇
の
描
か
れ
方
に
つ
い
て
見
れ
ば
、『
花
影
集
』
に
は
以
下
の
如

く
簡
略
な
紹
介
が
あ
る
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

有
京
衛
老
軍
方
其
姓
者
、
携
一
子
年
約
十
二
三
、
宿
於
叟
店
。

　
　
京
衛
の
軍
士
で
姓
を
方
と
い
う
者
が
、
十
二
、
三
才
の
息
子
を
連
れ
て
劉
叟
の
店
に
泊
ま
っ
た
。

息
子
の
台
詞
に
「
念
兒
亡
父
本
某
衛
軍
、
於
某
年
母
已
先
故
、
與
父
欲
投
原
籍
、
求
少
盤
費
」（
思
え
ば
私
の
亡
父
は
も
と
と
あ
る
衛
の
軍
士
で
、

あ
る
年
母
が
先
立
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、︹
私
は
︺
父
と
と
も
に
原
籍
に
戻
り
、
い
く
ら
か
の
費
用
を
得
よ
う
と
い
た
し
ま
し
た
）
と
い
う
三
言
と
似
た
説
明
が

見
ら
れ
る
も
の
の
、
龍
虎
衛
と
か
山
東
済
寧
の
軍
戸
で
あ
る
と
い
っ
た
細
か
い
情
報
が
無
い
だ
け
で
な
く
、
路
銀
に
窮
し
て
店
の
前
で
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行
き
倒
れ
て
い
る
描
写
も
無
け
れ
ば
、
軍
士
自
身
の
口
か
ら
そ
の
生
活
の
悲
惨
さ
が
語
ら
れ
る
こ
と
も
無
い
。

馮
夢
龍
は
、
万
暦
年
間
刊
と
み
ら
れ
る
短
篇
文
言
小
説
集
『
燕
居
筆
記（
（1
（

』
巻
九
「
傳
類
、
劉
方
三
義
傳
」
に
も
、『
花
影
集
』
と
文
面

の
ほ
ぼ
一
致
す
る
一
篇
を
収
め
て
い
る
が
、
方
勇
に
つ
い
て
は
や
は
り
『
花
影
集
』
と
同
じ
く
「
有
京
衛
老
軍
姓
方
者
、
携
一
子
年
約

十
二
三
、
宿
於
叟
店
」
と
あ
る
の
み
で
、
三
言
の
よ
う
な
具
体
的
描
写
は
無
い
。
さ
ら
に
『
醒
世
恒
言
』（
天
啓
七
年
︹
一
六
二
七
︺
序
︺）
と

同
じ
天
啓
年
間
刊
と
み
ら
れ
る
短
篇
文
言
小
説
集
『
情
史（
（1
（

』
巻
二
「
情
縁
類
、
劉
奇
」
に
は
文
面
を
節
略
し
た
一
篇
を
収
め
て
い
る
が
、

こ
ち
ら
で
は
後
半
の
劉
方
劉
奇
兄
弟
の
情
縁
に
重
き
を
置
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
、
篇
の
冒
頭
に
「
有
童
子
少
俊
、
隨
父
投
宿
」（
見
目
よ

く
賢
そ
う
な
少
年
が
、
父
に
つ
い
て
宿
に
泊
ま
っ
た
）
と
あ
る
の
み
で
、
宿
に
泊
ま
っ
て
死
ん
だ
男
（
三
言
の
方
勇
）
が
軍
士
で
あ
る
と
い
う
設
定

す
ら
見
ら
れ
な
い
。
推
測
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
三
言
で
方
勇
の
軍
士
と
し
て
の
艱
難
困
窮
ぶ
り
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

馮
夢
龍
の
独
自
の
意
匠
な
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。

馮
夢
龍
の
著
作
に
、
現
実
の
明
代
軍
士
に
つ
い
て
の
見
解
を
言
明
し
た
文
章
は
、
管
見
の
限
り
見
出
せ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
彼

が
明
代
軍
士
の
生
活
の
実
態
を
ど
の
程
度
ま
で
把
握
し
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
但
し
、
間
接
的
な
考
察
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、

馮
夢
龍
の
故
郷
で
あ
り
活
動
の
中
心
地
で
あ
っ
た
蘇
州
府
に
は
、
府
の
衙
門
の
東
に
蘇
州
衛
が
あ
り
、
さ
ら
に
東
方
海
沿
い
の
太
倉
城

内
に
太
倉
衛
・
鎮
海
衛
と
い
う
衛
所
が
置
か
れ
て
い
た
か
ら
（
明
・
李
賢
ら
撰
『
大
明
一
統
志
』
巻
八
「
蘇
州
府
、
公
署
」）、
都
市
住
民
で
あ
っ
た

馮
夢
龍
で
あ
っ
て
も
、
実
際
に
軍
士
の
生
活
を
見
た
り
、
そ
の
噂
を
耳
に
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
も

そ
も
明
代
の
制
度
で
は
、
軍
戸
に
属
す
る
者
も
科
挙
を
受
け
て
生
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
、
馮
夢
龍
の
学
友
に
そ
の
よ
う
な
者

が
い
て
、
そ
の
線
か
ら
軍
戸
の
生
活
ぶ
り
を
見
聞
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
知
識
が
三
言
の
方
勇
像
に
投
影

さ
れ
た
可
能
性
は
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
『
花
影
集
』
撰
者
の
陶
輔
（
字
廷
弼
、
号
夕
川
・
安
理
斎
・
海
萍
道
人
）
は
、
武
官
を
致
仕
し
て
気
儘
な
余
生
を
送
っ
た
人
物
で
あ

り
、
武
門
の
人
が
小
説
の
創
作
出
版
に
関
わ
っ
た
例
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。『
花
影
集
』
巻
頭
の
「
花
影
集
序
」（「
正
德
丙
子
︹
十
一
年
、

一
五
一
六
︺
春
正
月
燈
夕
、
浙
江
安
吉
州
學
正
事
、
三
山
張
孟
敬
書
」
と
末
記
）
に
は
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

 　
『
花
影
集
』
四
卷
、
凡
二
十
篇
、
乃
夕
川
居
士
陶
公
所
著
。
︙
（
中
略
）
︙
蓋
公
之
先
人
、
以
大
功
烈
擢
大
同
伯
、
公
以
貴
遊
子
、

薄
武
藝
而
不
事
、
專
志
於
經
史
翰
墨
間
。
其
蓄
之
深
、
固
有
自
矣
。
曁
襲
應
天
親
衛
昭
勇
之
爵
、
又
不
苟
合
於
時
、
卽
丏
恩
休
致
。
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尋
山
玩
水
、
以
豁
其
趣
、
操
觚
染
翰
、
以
肆
其
博
、
尚
友
古
人
、
樂
觀
時
變
、
以
極
其
情
。
︙
（
中
略
）
︙
公
名
輔
、
字
廷
弼
、
夕

川
其
別
號
、
又
號
安
理
齋
・
海
萍
道
人
云
。

　

 　
『
花
影
集
』
四
巻
、
全
二
十
篇
は
、
夕
川
居
士
陶
公
の
著
で
あ
る
。
︙
（
中
略
）
︙
そ
も
そ
も
陶
公
の
亡
父
は
大
き
な
功
勲
に
よ
っ
て
大
同
伯
の
位
を
授
か
っ

た
が
、
陶
公
は
貴
人
の
子
弟
と
し
て
武
藝
を
嗜
み
つ
つ
も
努
め
る
こ
と
は
な
く
、
経
学
・
史
学
・
文
学
の
間
に
耽
っ
た
。
そ
の
胸
中
の
蓄
え
の
深
き
こ
と
は
、
も

と
よ
り
理
由
の
あ
る
こ
と
な
の
だ
。
応
天
親
衛
（
京
衛
の
一
つ
応
天
衛
）
の
昭
勇
（
三
品
の
武
階
）
を
世
襲
す
る
と
、
時
勢
に
迎
合
す
る
こ
と
な
く
、
す
ぐ
に
聖

恩
を
請
う
て
官
を
辞
し
た
。
山
水
を
た
ず
ね
賞
玩
し
て
、
そ
の
心
を
晴
ら
し
、
詩
文
や
絵
画
を
あ
ら
わ
し
て
、
そ
の
博
学
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
、
古
の
人
を
尊
び

友
と
し
、
時
勢
の
変
化
を
よ
く
観
察
し
て
、
そ
の
情
況
を
研
究
し
た
。
︙
（
中
略
）
︙
公
の
名
は
輔
、
字
は
廷
弼
、
夕
川
は
そ
の
別
号
で
、
ま
た
安
理
斎
・
海
萍

道
人
と
も
号
す
。

陶
公
の
亡
父
と
い
う
の
は
、
陶
瑾
、
直
隷
鳳
陽
県
（
現
安
徽
省
滁
州
市
鳳
陽
県
）
の
人
で
、
永
楽
年
間
に
父
信
の
職
を
世
襲
し
て
揚
州
衛
指

揮
同
知
と
な
り
、
つ
い
で
和
陽
衛
（
京
衛
の
一
つ
）
に
調
せ
ら
れ
、
正
統
年
間
の
初
め
に
北
征
に
従
い
、
功
あ
っ
て
指
揮
使
に
の
ぼ
り
、
最

終
的
に
は
後
軍
右
都
督
と
な
っ
て
、
天
順
七
年
（
一
四
六
三
）
八
月
に
没
し
、
成
化
二
年
（
一
四
六
六
）
に
大
同
伯
に
追
封
さ
れ
た
、
比
較

的
著
名
な
武
官
で
あ
る
。
陶
瑾
逝
去
の
翌
天
順
八
年
（
一
四
六
四
）
三
月
に
は
、
子
の
陶
輔
が
父
の
原
職
で
あ
る
和
陽
衛
指
揮
使
を
世
襲

し
て
い
る
（
以
上
『
明
實
錄
』
に
拠
る（（1
（

。
陶
輔
が
世
襲
し
た
武
官
の
職
位
に
つ
い
て
、「
花
影
集
序
」
は
「
襲
應
天
親
衛
昭
勇
之
爵
」
と
言
う
の
で
『
明
實
錄
』
の
記

載
と
食
い
違
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
引
証
し
得
る
材
料
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
）。

陶
輔
の
著
作
に
は
、
考
拠
筆
記
『
桑
楡
漫
筆
』
一
巻
、
雑
事
集
『
夕
川
愚
德
』
二
巻
な
ど
の
他
、
こ
の
文
言
短
篇
小
説
集
『
花
影
集
』

四
巻
が
あ
り
、
そ
の
自
序
「
花
影
集
引
」（「
嘉
靖
二
年
︹
一
五
二
三
︺
夏
四
月
吉
旦
、
夕
川
老
人
、
八
十
三
翁
書
」
と
末
記
）
に
は
、
自
身
が
明
の
瞿

佑
撰
『
剪
燈
新
話
』
な
ど
の
短
篇
文
言
小
説
集
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

 　

予
昔
壯
年
、
嘗
得
宗
吉
瞿
先
生
『
剪
燈
新
話
』・
昌
祺
李
先
生
『
剪
燈
餘
話
』・
輔
之
趙
先
生
『
效
顰
集
』、
讀
而
玩
之
。
︙
（
中

略
）
︙
予
不
自
揣
、
遂
較
三
家
得
失
之
端
、
約
繁
補
略
、
共
爲
二
十
篇
、
題
曰
『
花
影
集
』。
亦
自
以
爲
得
意
之
作
也
。

　

 　
私
は
か
つ
て
壮
年
（
三
、
四
十
才
）
の
時
分
、
瞿
佑
（
字
宗
吉
）
先
生
の
『
剪
燈
新
話
』・
李
禎
（
字
昌
祺
）
先
生
の
『
剪
燈
餘
話
』・
趙
弼
（
字
輔
之
）
先

生
の
『
效
顰
集
』
を
手
に
入
れ
、
読
み
愛
で
た
。
︙
（
中
略
）
︙
私
は
畏
れ
な
が
ら
、
か
く
て
お
三
方
の
作
風
の
得
失
の
一
端
を
考
察
し
、
煩
雑
に
過
ぎ
る
所
は

つ
づ
ま
や
か
に
、
簡
約
に
過
ぎ
る
所
は
補
っ
て
、
全
部
で
二
十
篇
を
作
り
、『
花
影
集
』
と
題
し
た
。
自
分
で
は
満
足
の
ゆ
く
著
作
だ
と
思
っ
て
い
る
。
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陶
輔
は
武
将
と
し
て
数
々
の
功
績
を
挙
げ
た
陶
瑾
の
息
子
で
あ
る
し
、
一
時
的
に
と
は
い
え
自
身
も
武
官
の
職
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ

る
か
ら
、
衛
所
に
隷
属
す
る
軍
士
の
生
活
ぶ
り
、
そ
の
貧
窮
ぶ
り
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
だ
ろ
う
。『
花
影
集
』
所
収
の
「
劉
方
三
義

傳
」
に
は
三
言
ほ
ど
そ
れ
が
具
体
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
喬
光
輝
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に（

（2
（

、
衛
所
に
隷
属
す
る
軍

士
・
武
官
の
生
活
が
か
な
り
写
実
的
に
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
三
言
で
は
、
軍
士
方
勇
の
息
子
劉
方
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
、
兄
劉
奇
の
台
詞
に
「
舍
弟
乃
仁
義
端
直
之
士
」（
私
の
弟
は
仁
義

に
し
て
正
直
な
男
で
す
）
と
い
う
言
葉
が
見
え
、
劉
方
は
「
仁
義
」
を
重
ん
じ
る
人
物
で
あ
る
と
の
印
象
を
読
者
に
与
え
る
。
劉
方
は
、
学

問
も
無
く
、
貧
窮
す
る
賤
民
と
も
見
ら
れ
て
い
た
軍
士
の
子
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
人
物
が
「
仁
義
」
と
い
う
道
徳
性
を
重

ん
じ
る
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。
実
は
、
三
言
に
登
場
す
る
こ
の
他
の
明
代
軍
士
に
も
、
道
徳
性
を
重
ん
じ

る
と
い
う
性
格
が
付
与
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三　

明
代
軍
士
に
与
え
ら
れ
た
道
徳
的
性
格

三
言
に
登
場
す
る
も
う
一
人
の
明
代
軍
士
は
、『
警
世
通
言
』
巻
三
四
「
王
嬌
鸞
百
年
長
恨
」
に
脇
役
と
し
て
描
か
れ
る
衛
卒
孫
九
で

あ
る
（「
衛
卒
」
と
い
う
語
は
用
例
が
少
な
い
が
、「
衛
所
に
隷
属
す
る
軍
士
」
と
い
う
意
で
使
わ
れ
て
い
る
例
が
『
明
實
錄
』
に
見
ら
れ
る（（2
（

）。
明
の
天
順
年
間

（
一
四
五
七－

六
四
）
の
こ
と
、
河
南
南
陽
衛
中
所
千
戸
王
忠
の
娘
王
嬌
鸞
が
、
隣
に
住
む
周
廷
章
と
い
う
少
年
と
密
か
に
婚
約
書
を
作
っ

て
契
り
を
交
わ
す
が
、
周
廷
章
は
故
郷
の
蘇
州
府
呉
江
県
へ
帰
る
と
他
の
女
性
を
娶
り
、
嬌
鸞
の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
嬌
鸞
は
衛

卒
の
孫
九
に
手
紙
を
言
付
け
て
周
廷
章
の
も
と
へ
遣
わ
す
が
、
周
廷
章
は
そ
の
思
い
を
む
げ
に
し
、
自
分
へ
の
思
い
を
断
ち
切
る
よ
う

伝
え
さ
せ
る
。
真
相
を
知
っ
た
嬌
鸞
は
深
く
悲
し
み
、
自
縊
し
て
果
て
た
。

武
官
の
娘
を
主
人
公
と
す
る
物
語
で
あ
る
点
も
興
味
深
い
が
、
そ
の
考
察
は
次
稿
に
譲
る
と
し
て
、
今
は
衛
卒
孫
九
の
描
写
に
焦
点

を
当
て
る
。
孫
九
は
河
南
の
南
陽
衛
に
隷
属
す
る
軍
士
で
あ
り
、
そ
の
人
柄
は
「
忠
人
」（
忠
実
誠
実
な
る
人
）
と
形
容
さ
れ
る
。
以
下
に

挙
げ
る
の
は
物
語
の
前
半
で
、
王
嬌
鸞
に
恋
を
し
た
周
廷
章
が
、
二
人
の
仲
を
と
り
も
っ
て
く
れ
る
者
を
求
め
、
孫
九
に
嬌
鸞
宛
て
の

手
紙
を
託
す
場
面
で
あ
る
。
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（
周
廷
章
）
忽
撞
見
衛
卒
孫
九
。
那
孫
九
善
作
木
匠
、
長
在
衛
裏
服
役
、
亦
多
在
學
中
做
工
。
︙
（
中
略
）
︙
孫
九
受
人
之
托
、
忠

人
之
事
、
伺
候
到
次
早
、
纔
覷
個
覷
方
便
、
寄
得
此
詩
于
明
霞
。

　

 　
（
周
廷
章
は
）
ば
っ
た
り
と
衛
所
の
軍
士
の
孫
九
に
会
っ
た
。
孫
九
と
い
う
の
は
木
工
作
業
が
得
意
で
、
長
ら
く
衛
所
で
役
に
服
し
つ
つ
、
よ
く
学
校
の
中
で

も
仕
事
を
し
て
い
る
。
︙（
中
略
）︙
孫
九
は
人
に
も
の
を
頼
ま
れ
る
と
、
忠
実
誠
実
な
人
の
こ
と
、
翌
日
に
な
る
の
を
待
ち
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
時
を
見
て
、（
周

廷
章
の
）
詩
を
明
霞
（
王
嬌
鸞
の
侍
女
）
に
渡
し
た
。

孫
九
が
こ
の
後
さ
ら
に
そ
の
善
良
な
る
人
柄
を
発
揮
す
る
の
は
、
周
廷
章
を
思
う
あ
ま
り
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
王
嬌
鸞
か
ら
手

紙
を
こ
と
づ
か
り
、
呉
江
に
帰
っ
た
周
廷
章
の
元
へ
届
け
る
場
面
で
あ
る
。

　
　

孫
九
領
書
、
夜
宿
曉
行
、
直
至
呉
江
延
陵
橋
下
、
猶
恐
傳
逓
不
的
、
直
候
周
廷
章
面
送
。

　

 　
孫
九
は
手
紙
を
預
か
る
と
、
夜
に
宿
し
て
日
の
出
と
と
も
に
旅
を
急
ぎ
、
ま
っ
す
ぐ
に
呉
江
県
の
延
陵
橋
の
辺
り
へ
や
っ
て
来
た
が
、
や
は
り
（
手
紙
を
）

ち
ゃ
ん
と
届
け
ら
れ
な
い
と
困
る
と
心
配
し
、
自
身
で
直
接
周
廷
章
の
所
へ
参
っ
て
渡
そ
う
と
し
た
。

孫
九
は
頼
ま
れ
た
こ
と
は
疎
か
に
せ
ず
、
責
任
を
も
っ
て
や
り
遂
げ
ん
と
す
る
性
質
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
周
廷
章
は
バ
ツ
が
悪
い

か
ら
自
分
で
は
顔
を
出
さ
ず
、
家
童
に
対
応
さ
せ
る
。
し
か
も
、
す
で
に
魏
同
知
の
娘
を
娶
っ
て
二
年
に
な
る
こ
と
、
王
嬌
鸞
か
ら
も

ら
っ
た
絹
の
ハ
ン
カ
チ
と
婚
約
書
を
送
り
返
す
と
と
も
に
、
思
い
を
絶
つ
よ
う
伝
え
て
欲
し
い
と
孫
九
に
頼
み
、
路
銀
と
し
て
五
銭
を

与
え
、
以
後
来
ぬ
よ
う
に
伝
え
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
孫
九
は
怒
り
を
爆
発
さ
せ
、
以
下
の
よ
う
に
周
廷
章
を
罵
る
。

　

 　

孫
九
聞
言
大
怒
、
擲
銀
于
地
不
受
、
走
出
大
門
、
罵
道
、「
似
你
短
行
薄
情
之
人
、
禽
獸
不
如
。
可
憐
負
了
鸞
小
姐
一
片
眞
心
、

皇
天
斷
然
不
佑
你
。」
說
罷
、
大
哭
而
去
。

　

 　
孫
九
は
そ
の
言
葉
を
聞
く
と
大
い
に
怒
り
、
銀
を
地
に
な
げ
う
っ
て
受
け
取
ら
ず
、
大
門
を
出
て
行
く
と
、
罵
っ
て
言
っ
た
。「
お
前
の
よ
う
に
卑
劣
で
薄
情

な
奴
は
、
禽
獣
に
も
及
ば
ん
。
お
か
わ
い
そ
う
に
、
嬌
鸞
お
嬢
さ
ん
の
ひ
と
ひ
ら
の
真
心
を
裏
切
り
お
っ
て
、
天
は
決
し
て
お
前
の
味
方
を
し
な
い
だ
ろ
う
。」

言
い
終
わ
る
と
、
わ
ぁ
わ
ぁ
泣
き
な
が
ら
そ
の
場
を
去
っ
た
。

右
の
孫
九
の
台
詞
は
、
小
野
四
平
氏
も
「
真
心
か
ら
発
し
た
人
間
の
行
動
に
同
情
し
、
そ
れ
を
裏
切
る
も
の
に
対
す
る
、
限
り
な
い
憎

し
み
が
こ
こ
に
あ
る（

（2
（

」
と
評
す
る
よ
う
に
、
直
接
的
な
表
現
で
は
な
い
が
、
孫
九
が
「
仁
義
」
を
有
す
る
人
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

よ
う
。
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こ
の
後
、
孫
九
は
人
に
出
会
う
度
に
事
の
顛
末
を
説
明
し
た
の
で
、
周
廷
章
の
非
道
の
行
い
は
呉
江
中
に
広
ま
り
、
地
位
あ
る
人
か

ら
は
相
手
に
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
河
南
南
陽
に
帰
り
戻
っ
た
孫
九
は
、
依
然
と
し
て
王
嬌
鸞
に
同
情
を
寄
せ
て
涙
を
流
す
。

　

 　

再
說
孫
九
回
至
南
陽
、
見
了
明
霞
、
便
悲
泣
不
已
。
︙（
中
略
）
︙
孫
九
只
是
搖
頭
、
停
了
半
晌
、
方
說
備
細
。「
如
此
如
此
、
他

不
發
回
書
、
只
將
羅
帕
婚
書
送
還
、
以
絶
小
姐
之
念
。
我
也
不
去
見
小
姐
了
。」
說
罷
、
拭
泪
歎
息
而
去
。

　

 　
さ
て
孫
九
は
南
陽
に
帰
り
着
く
と
、
明
霞
（
嬌
鸞
の
侍
女
）
に
会
う
や
、
涙
を
流
し
て
や
ま
な
い
。
︙
（
中
略
）
︙
孫
九
は
た
だ
頭
を
ふ
っ
て
、
し
ば
ら
く

何
も
言
わ
な
か
っ
た
が
、
や
っ
と
詳
し
い
情
況
を
話
し
出
し
た
。「
か
く
か
く
し
か
じ
か
で
、
奴
は
返
事
も
寄
こ
さ
ず
、
た
だ
絹
の
ハ
ン
カ
チ
と
婚
約
書
を
送
り

返
し
、
お
嬢
さ
ん
の
思
い
を
絶
と
う
と
い
う
の
だ
。
私
も
お
嬢
さ
ん
に
会
わ
せ
る
顔
が
な
い
よ
。」
言
い
終
わ
る
と
、
涙
を
拭
っ
て
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
そ
の

場
を
去
っ
た
。

こ
こ
で
も
直
接
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
孫
九
が
王
嬌
鸞
を
思
い
や
る
「
仁
」
の
心
を
見
せ
て
い
る
。

そ
し
て
、
王
嬌
鸞
が
再
び
孫
九
を
し
て
周
廷
章
に
手
紙
を
届
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
孫
九
の
周
廷
章
へ
の
怒
り
は
お
さ
ま
っ
て
お

ら
ず
、
顔
を
会
わ
せ
る
の
も
御
免
と
い
う
様
子
で
あ
る
。

　
　

孫
九
咬
牙
怒
目
、
決
不
肯
去
。

　
　
孫
九
は
歯
を
ギ
リ
ギ
リ
噛
み
し
め
目
を
か
っ
と
怒
ら
せ
、
決
し
て
行
く
こ
と
を
承
知
し
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
本
篇
に
お
い
て
衛
卒
孫
九
は
、「
忠
人
」
と
評
さ
れ
、
ま
た
直
接
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
「
仁
義
」

を
有
す
る
人
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

前
節
で
見
た
軍
士
の
子
劉
方
、
本
節
で
見
た
衛
卒
孫
九
は
、
と
も
に
軍
士
及
び
そ
の
家
族
で
あ
る
が
、
学
問
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら

ず
、「
仁
義
」「
忠
」
と
い
う
道
徳
を
自
然
と
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
「
衣
冠
君
子
中
、
多
有
見
利
忘
義
的
、
不
意

愚
夫
愚
婦
到
有
這
等
見
識
」（
高
い
身
分
の
君
子
の
中
に
利
益
に
目
が
く
ら
ん
で
人
の
道
を
忘
れ
る
も
の
が
多
く
、
教
養
も
無
い
男
女
に
か
え
っ
て
こ
の
よ
う
な

立
派
な
考
え
が
あ
ろ
う
と
は
／
『
醒
世
恒
言
』
巻
十
八
「
施
潤
澤
灘
闕
遇
友
」）
と
い
う
言
葉
を
体
現
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
そ
れ
が
馮
夢
龍
の
意

匠
で
あ
る
か
ど
う
か
は
確
か
で
な
い
も
の
の
、
三
言
に
お
け
る
明
代
軍
士
（
そ
の
家
族
も
含
む
）
の
性
格
の
共
通
項
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。

馮
夢
龍
三
言
に
見
る
軍
士
の
表
象
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四　

明
代
軍
士
の
社
会
的
地
位

明
代
、
軍
士
の
多
く
は
文
字
を
読
め
な
い
、
書
け
な
い
人
々
で
、
自
分
の
考
え
を
文
章
に
表
明
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
か
っ
た
。
知

識
人
階
層
も
、
ふ
つ
う
、
そ
の
よ
う
な
も
の
を
記
録
す
る
と
い
う
発
想
す
ら
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。
故
に
、
軍
士
の
性
格
や
心

情
と
い
っ
た
も
の
が
、
歴
史
文
献
に
記
さ
れ
る
こ
と
は
基
本
的
に
は
無
く
、
三
言
に
登
場
す
る
よ
う
な
「
仁
義
」
や
「
忠
」
を
有
す
る

軍
士
が
現
実
的
に
存
在
し
た
の
か
、
明
ら
か
に
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、
い
く
ら
か
の
考
察
は
可
能
で
あ
る
。

ま
ず
、
明
の
焦
竑
輯
『
國
朝
獻
徴
錄（
（2
（

』
巻
一
一
三
「
義
人
、
義
士
楊
景
和
塤
傳
」（
明
・
張
弼
撰
）
に
は
、
衛
所
に
隷
属
す
る
軍
戸
の
余

丁
で
あ
る
楊
塤
と
い
う
者
（
或
い
は
「
軍
匠
」︹
軍
戸
の
う
ち
衛
所
で
手
工
業
に
従
事
す
る
者
︺
と
も
）
が
、
自
ら
の
命
も
顧
み
ず
、
誣
告
さ
れ
た
武

官
袁
彬
を
か
ば
っ
た
と
い
う
事
件
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
（
本
事
件
は
『
明
史
』
巻
三
〇
七
「
列
傳
第
一
九
五
佞
倖
、
門
達
」
に
も
記
載
が
あ
る
）。

楊
塤
は
軍
事
に
従
事
す
る
軍
士
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
一
考
の
価
値
は
あ
ろ
う
。

　

 　

天
順
間
、
錦
衣
衛
指
揮
門
逹
怙
竉
驕
横
。
凡
忤
之
者
、
輒
嗾
覘
卒
潛
致
其
罪
、
逮
捕
考
掠
、
使
無
詰
證
、
莫
可
反
異
。
由
是
權

傾
一
時
、
言
者
結
舌
。
其
同
僚
袁
彬
質
直
不
屈
。
乃
附
以
重
情
、
考
掠
成
獄
。
内
外
咸
𡨚
之
、
莫
或
敢
發
也
。
京
城
有
楊
塤
者
、

戍
伍
之
餘
夫
也
。
素
不
識
彬
、
爲
之
上
䟽
曰
、「
正
統
十
四
年
、
駕
留
虜
廷
、
臣
悉
奔
散
逃
生
、
惟
袁
彬
一
人
、
特
校
尉
耳
、
乃
能

保
護
聖
躬
、
僃
嘗
艱
苦
。
及
駕
還
復
辟
、
授
職
酬
勞
、
公
論
稱
快
。
︙
（
中
略
）
︙
陷
彬
於
死
、
雖
止
一
夫
、
但
傷
公
論
、
人
不
自

安
。
︙
（
中
略
）
︙
臣
本
一
芥
草
茅
、
身
無
祿
秩
、
見
此
不
平
、
昧
死
上
言
。」
遂
擊
登
聞
鼓
以
進
、
仍
送
衛
獄
。
達
因
是
欲
盡
去

異
己
者
、
乃
緩
塤
死
、
使
誣
少
保
吏
部
尚
書
華
蓋
殿
大
學
士
李
賢
指
使
、
塤
佯
諾
之
。
達
遂
以
聞
、
會
三
法
司
鞫
於
午
門
前
。
塤

乃
直
述
、
所
言
皆
由
己
出
、
於
賢
無
預
。
達
計
不
行
。

　

 　
天
順
年
間
（
一
四
五
七－

六
四
）、
錦
衣
衛
指
揮
の
門
達
は
（
英
宗
の
）
寵
を
恃
み
に
驕
り
た
か
ぶ
っ
て
擅
に
振
る
ま
っ
た
。
彼
に
逆
ら
う
者
は
み
な
、
偵
察

の
軍
卒
に
調
べ
さ
せ
て
ひ
そ
か
に
罪
名
を
着
せ
し
め
、
逮
捕
し
て
拷
問
に
か
け
、
詳
し
く
調
べ
も
せ
ず
、
反
論
を
も
許
さ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
当
時
権
力

は
頂
点
に
達
し
、
言
官
（
諫
言
官
）
も
口
を
つ
ぐ
ん
だ
。
そ
の
同
僚
の
袁
彬
（『
明
史
』
巻
三
〇
七
「
門
達
傳
」
に
拠
れ
ば
「
都
指
揮
」）
は
僕
質
正
直
な
性
格
で

門
達
に
屈
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
（
以
下
「
附
以
重
情
」
の
文
意
不
明
）、（
門
達
は
袁
彬
を
）
拷
問
し
て
刑
事
案
件
を
立
案
し
た
。
誰
も
が
冤
罪
で
あ
る
と
思
っ

た
が
、
暴
く
勇
気
の
あ
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
都
の
楊
塤
と
い
う
者
は
、
軍
隊
の
余
夫
（
衛
所
で
正
軍
に
随
う
「
余
丁
」「
軍
余
」
の
意
か
）
で
あ
っ
た
（
前
出
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『
明
史
』
に
拠
れ
ば
「
軍
匠
」）。
平
素
よ
り
袁
彬
と
交
流
が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
彼
の
た
め
に
上
疏
し
て
申
し
上
げ
た
こ
と
に
は
、「
正
統
十
四
年
（
一

四
四
九
）、
陛
下
が
胡
虜
に
捕
ら
え
ら
れ
た
際
（
土
木
の
変
）、
臣
下
は
み
な
命
か
ら
が
ら
逃
げ
ま
し
た
が
、
た
だ
袁
彬
ひ
と
り
だ
け
が
、
た
だ
の
校
尉
に
過
ぎ
ま

せ
ん
の
に
、
陛
下
を
お
守
り
し
、
艱
難
を
味
わ
い
尽
く
し
ま
し
た
。
陛
下
が
戻
ら
れ
て
復
位
さ
れ
る
と
、（
袁
彬
に
）
官
職
を
授
け
て
財
物
を
賜
り
ま
し
た
の
で
、

公
衆
も
「
快
な
り
」
と
叫
び
ま
し
た
。
︙
（
中
略
）
︙
袁
彬
を
死
に
陥
れ
る
の
は
、
た
だ
一
人
の
者
の
処
遇
で
あ
る
と
は
い
え
、
公
衆
の
世
論
に
傷
を
致
す
も
の

で
、
人
々
の
心
は
穏
や
か
な
ら
ざ
る
で
し
ょ
う
。
︙
（
中
略
）
︙
私
は
そ
も
そ
も
一
介
の
雑
草
の
よ
う
な
者
で
、
官
位
も
俸
禄
も
無
い
身
分
で
す
が
、
こ
の
よ
う

な
不
公
平
を
見
て
、
死
を
冒
し
て
上
疏
し
た
次
第
で
す
」
と
。
か
く
て
登
聞
鼓
（
冤
を
訴
え
る
者
が
撃
つ
鼓
）
を
打
っ
て
（
上
疏
を
）
呈
進
し
、
錦
衣
衛
の
監
獄

に
送
ら
れ
た
。
門
達
は
こ
の
件
を
利
用
し
て
自
分
に
刃
向
か
う
者
を
完
全
に
取
り
除
こ
う
と
思
い
、
楊
塤
の
死
を
見
逃
し
て
や
る
代
わ
り
に
、（
自
身
と
軋
轢
の

あ
る
）
少
保
・
吏
部
尚
書
・
華
盖
殿
学
士
の
李
賢
が
（
楊
塤
に
上
疏
す
る
よ
う
）
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
偽
り
の
供
述
を
さ
せ
、
楊
塤
は
こ
れ
を
認
め
る
ふ
り

を
し
た
。
門
達
は
か
く
て
英
宗
に
報
告
し
、
三
法
司
が
午
門
の
前
で
鞫
問
を
行
っ
た
。（
し
か
し
）
楊
塤
は
正
直
に
事
実
を
話
し
、
上
疏
は
み
な
自
分
の
真
心
か

ら
出
た
も
の
で
あ
り
、
李
賢
と
は
関
係
が
無
い
と
言
っ
た
。
門
達
の
謀
略
は
失
敗
し
た
。

さ
ら
に
伝
の
終
盤
に
は
、
楊
塤
が
父
に
従
っ
て
「
泥
金
畫
漆
」（
日
本
の
蒔
絵
漆
器
の
技
術
に
倣
っ
た
「
描
金
」
と
も
称
さ
れ
る
技
術
）
を
学
び
な
が

ら
、
金
だ
け
で
な
く
五
色
の
金
と
螺
鈿
を
施
す
と
い
う
新
た
な
技
術
を
自
身
で
生
み
出
し
、
倭
人
に
も
驚
嘆
さ
れ
た
と
い
う
事
蹟
を
述

べ
た
上
で
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

　

 　

稱
義
士
楊
塤
云
、
︙
（
中
略
）
︙
蓋
其
天
姿
敏
悟
、
於
書
法
詩
格
不
甚
習
、
而
徃
徃
造
玅
、
故
其
藝
亦
絶
出
古
今
也
。
旣
不
避
權

奸
、
爲
此
義
擧
人
、
亦
莫
敢
以
一
藝
目
之
。
有
欲
授
之
以
官
者
、
不
就
、
遂
隱
於
藝
、
以
自
高
。

　

 　
義
士
楊
塤
を
称
え
て
い
う
、
︙
（
中
略
）
︙
お
そ
ら
く
彼
は
天
賦
の
資
質
が
聡
明
で
あ
っ
た
か
ら
、
書
法
や
詩
の
格
式
に
は
疎
い
な
が
ら
、
し
ば
し
ば
美
妙

な
る
境
地
に
至
っ
た
。
故
に
そ
の
技
藝
（
描
金
の
技
術
）
は
古
今
を
絶
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
の
で
あ
る
。（
そ
の
上
）
権
勢
家
の
高
官
に
臆
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た

か
ら
に
は
、
彼
は
義
を
行
う
人
な
の
で
あ
り
、（
描
金
の
）
技
藝
の
み
で
も
っ
て
彼
を
評
価
す
る
と
い
う
こ
と
は
よ
う
し
な
い
。
あ
る
人
は
彼
に
官
位
を
授
け
よ

う
と
し
た
が
、（
楊
塤
は
）
受
け
ず
、
か
く
て
藝
の
道
に
身
を
置
き
続
け
、
自
己
を
高
く
保
っ
た
。

楊
塤
の
よ
う
に
天
賦
の
資
質
が
聡
け
れ
ば
、
文
藝
を
学
ん
で
な
か
ろ
う
と
、
藝
術
に
お
い
て
高
い
技
術
を
修
得
し
得
る
し
、
そ
れ
だ
け

で
な
く
、「
義
」
た
る
行
い
を
と
る
こ
と
も
で
き
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
の
楊
塤
伝
の
撰
者
張
弼
（
字
汝
弼
、
松
江
府
華
亭
県
の
人
、
成
化
二
年
︹
一
四
六
六
︺
の
進
士
）
は
最
後
に
、「
國
子
祭
酒
鄕
先
生
陳
汝
同
曰
、
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龍
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に
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楊
塤
眞
義
士
也
」（
国
子
監
祭
酒
の
職
に
あ
っ
た
陳
汝
同
先
生
︹
陳
詢
、
永
楽
十
六
年
の
進
士
︺
は
、
楊
塤
は
真
の
義
士
で
あ
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
）
と
述
べ
、

続
け
て
自
身
が
こ
の
伝
を
な
し
た
理
由
を
「
庶
亦
勵
世
之
頑
無
恥
者
」（
世
の
中
の
愚
か
で
無
恥
な
る
者
を
ふ
る
い
励
ま
し
た
い
と
願
う
）
と
述
べ

る
。
こ
の
よ
う
な
価
値
観
は
、
三
言
の
思
想
性
に
も
通
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。『
警
世
通
言
』
の
冒
頭
に
置
か
れ
る
無
礙
居

士
が
馮
夢
龍
の
た
め
に
著
し
た
序
文
（
天
啓
四
年
︹
一
六
二
四
︺
序
）
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
一
節
が
見
え
る
。

　
　

說
孝
而
孝
、
說
忠
而
忠
、
説
節
義
而
節
義
。

　

 　
（
小
説
で
）
孝
に
つ
い
て
語
れ
ば
聴
衆
は
孝
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
忠
に
つ
い
て
語
れ
ば
忠
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
節
義
に
つ
い
て
語
れ
ば
節
義
を
持
つ
よ
う

に
な
る
の
だ
。

三
言
に
登
場
す
る
人
物
に
は
、
軍
士
の
よ
う
に
、
社
会
的
低
級
階
層
に
属
す
る
人
々
が
多
く
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら
の
身
分
や
職
業
に

関
係
な
く
、
ま
た
学
問
の
あ
る
無
し
に
関
係
無
く
、
そ
の
資
質
が
優
れ
て
お
り
、
自
然
と
「
義
」
の
よ
う
な
道
徳
性
を
身
に
つ
け
て
い

る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
率
直
に
認
め
て
評
価
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
人
々
を
描
く
三
言
と
い
う
短
篇
白
話
小
説
は
、
世
の
人

の
生
き
方
を
変
え
得
る
も
の
で
あ
る
。
馮
夢
龍
も
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

明
代
に
は
、
軍
戸
出
身
者
で
あ
ろ
う
と
科
挙
受
験
や
出
世
に
何
の
法
的
制
限
も
無
か
っ
た
し
、
軍
戸
に
も
軍
役
と
さ
ほ
ど
関
係
の
な

い
家
族
も
い
た
か
ら
、
軍
戸
は
必
ず
し
も
社
会
的
に
蔑
視
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
す
る
説
も
あ
る（

（2
（

。
し
か
し
、
実
際
の
所
、
軍

戸
の
中
で
も
と
り
わ
け
衛
所
に
隷
属
す
る
軍
士
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
蔑
視
す
る
者
が
一
定
数
存
在
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。
例
え
ば
、
明
の
焦
竑
輯
『
國
朝
獻
徴
錄
』
巻
十
八
「
詹
事
府
一
、
中
順
大
夫
詹
事
府
少
詹
事
贈
禮
部
左
侍
郎
謚
文
恭
劉
公
鉉
神

道
碑
」（
明
・
李
賢
撰
）
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
見
ら
れ
る
。

　

 　

景
泰
庚
午
、（
劉
鉉
）
主
考
京
闈
。
及
揭
曉
、
第
一
人
劉
宣
乃
盧
龍
軍
士
。
同
事
者
欲
更
之
。
公
曰
、「
朝
廷
立
賢
無
方
。
不
可
。」

乃
止
。
時
論
韙
之
。
公
未
沒
、
宣
已
第
進
士
、
爲
翰
林
修
撰
矣
。

　

 　
景
泰
庚
午
の
年
（
元
年
︹
一
四
五
〇
︺）、（
劉
鉉
︹
字
宗
器
、
文
章
に
巧
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
永
楽
十
六
年
に
徴
さ
れ
て
翰
林
院
に
入
っ
た
︺
は
）
順
天
府
郷

試
の
主
任
試
験
官
と
な
っ
た
。
結
果
発
表
に
及
ぶ
や
、
首
席
の
劉
宣
は
盧
龍
衛
（
現
河
北
省
秦
皇
島
市
盧
龍
県
に
置
か
れ
た
衛
）
の
軍
士
で
あ
っ
た
。
他
の
試
験

官
は
首
席
を
別
の
者
に
替
え
よ
う
と
し
た
。
劉
鉉
は
「
朝
廷
が
賢
人
を
挙
げ
登
用
す
る
の
に
、
身
分
や
貴
賤
は
関
係
な
い
。
替
え
て
は
な
ら
な
い
」
と
言
っ
た
。

時
の
世
論
は
こ
れ
を
是
と
し
た
。
劉
鉉
が
生
き
て
い
る
う
ち
に
、
劉
宣
は
ま
も
な
く
（
景
泰
二
年
）
進
士
に
及
第
し
、
翰
林
院
修
撰
と
な
っ
た
。
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順
天
府
郷
試
で
首
席
と
な
っ
た
劉
宣
と
い
う
人
物
は
、
明
の
過
庭
訓
纂
輯
『
本
朝
分
省
人
物
考（
（2
（

』
巻
六
五
「
江
西
吉
安
府
三
、
劉
宣
」

の
記
載
に
拠
る
と
、「
父
戌
盧
龍
徒
歩
」（
父
は
盧
龍
衛
に
隷
属
す
る
歩
兵
で
）、
自
身
も
「
嘗
從
武
官
守
天
津
、
密
贊
戎
事
」（
か
つ
て
武
官
に
従
っ

て
天
津
を
守
備
し
、
軍
事
を
補
佐
し
た
こ
と
が
あ
る
）
と
い
う
軍
士
で
あ
っ
た
。「
八
歳
而
孤
、
嘗
値
家
難
、
力
學
不
輟
」（
八
歳
で
両
親
を
亡
く
し
、

家
中
に
不
幸
が
あ
っ
た
が
、
賢
明
に
学
問
に
励
む
こ
と
を
止
め
な
か
っ
た
）、
景
泰
元
年
（
一
四
五
〇
）
に
「
以
正
軍

0

0

0

擧
順
天
鄕
試
第
一
人
」（
正
軍

0

0

︹
軍
戸

下
の
衛
所
に
赴
い
て
軍
役
に
従
事
す
る
軍
士
︺
の
身
分
で
あ
り
な
が
ら

0

0

0

0

0

0

0

0

0

順
天
府
郷
試
の
首
席
に
挙
げ
ら
れ
た
）
と
あ
る
の
で
、
父
の
死
後
、
正
軍
を
継
い
で

軍
事
に
従
事
し
つ
つ
、
学
問
に
も
励
ん
だ
の
だ
と
推
定
さ
れ
る
。『
景
泰
二
年
進
士
登
科
錄（
（2
（

』
を
確
認
す
る
と
、
進
士
及
第
時
の
身
分
も

確
か
に
「
直
隷
盧
龍
衛
軍
」（
直
隷
盧
龍
衛
の
軍
士
）
と
な
っ
て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
進
士
に
も
軍
戸
出
身
者
（
登
科
録
で
は
「
軍
籍
」
と

記
載
）
は
数
多
く
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、
ふ
つ
う
は
彼
ら
も
そ
の
他
の
戸
の
者
と
同
様
に
「
監
生
」「
府
学
生
」「
州
学
生
」「
県
学
生
」、

そ
の
「
増
広
生
」、「
武
生
」「
軍
生
」
と
い
っ
た
学
生
の
身
分
で
科
挙
に
臨
ん
で
い
た
。
劉
宣
の
よ
う
に
、
現
に
衛
所
で
軍
事
に
従
事
す

る
軍
士
で
あ
り
な
が
ら
、
科
挙
を
受
け
て
及
第
す
る
と
い
う
例
は
ご
く
稀
な
こ
と
で
あ
る
。
劉
宣
が
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
方
法
で
、

軍
事
に
従
事
す
る
傍
ら
学
問
に
励
ん
だ
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
本
人
の
天
賦
の
資
質
と
、
想
像
を
絶
す
る
努
力
の
な
せ

る
賜
物
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
都
順
天
府
の
郷
試
で
首
席
に
な
る
や
、
軍
士
と
い
う
身
分
で
あ
る
こ
と
に
難
癖
を
つ
け
る
者
が
い
た

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
軍
士
を
蔑
視
す
る
者
が
高
位
の
文
官
に
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
方
で
、
劉
鉉
の
よ
う
に
身
分

や
貴
賤
は
関
係
無
い
と
考
え
る
者
も
確
か
に
存
在
し
た
こ
と
、
世
論
が
そ
れ
を
支
持
し
た
こ
と
は
、
救
い
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
馮
夢
龍
は
間
違
い
な
く
、
後
者
の
思
想
を
持
つ
者
で
あ
っ
た
ろ
う
。

結
語

本
論
で
述
べ
た
よ
う
に
、
三
言
に
描
か
れ
る
明
代
軍
士
の
表
象
に
は
、
現
実
社
会
に
存
在
し
た
衛
所
制
の
も
と
で
貧
窮
す
る
軍
士
の

姿
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
時
の
社
会
に
お
い
て
は
、
軍
士
を
蔑
視
す
る
者
も
少
な
か
ら
ず
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
三
言
は
そ

の
よ
う
な
価
値
観
に
真
っ
向
か
ら
対
立
し
、
軍
士
の
中
に
も
道
徳
性
を
備
え
た
善
な
る
人
間
が
い
る
と
い
う
、
こ
れ
も
現
実
に
沿
っ
た

情
況
を
巧
み
に
描
き
出
し
て
い
る
。
明
代
の
軍
士
に
つ
い
て
の
社
会
的
通
念
を
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
、
三
言
に
描
か
れ
て
い
る
こ
の

馮
夢
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言
に
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よ
う
な
表
象
は
な
か
な
か
読
み
取
り
づ
ら
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
表
象
の
一
つ
一
つ
が
三
言
に
「
平
等
精
神
」
と

も
呼
べ
る
哲
学
を
備
え
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
編
者
馮
夢
龍
が
ど
こ
ま
で
そ
れ
を
意
識
し
て
い
た
か
は
確
か
で
は
な
い
が
、
馮
夢
龍

の
そ
の
他
の
著
作
の
作
品
性
も
踏
ま
え
れ
ば
、
あ
る
程
度
は
彼
の
価
値
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

当
時
の
読
者
達
は
、
三
言
に
描
か
れ
た
軍
士
像
を
見
て
何
を
思
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ど
ん
な
身
分
で
あ
れ
道
徳
を
有
す
る
登
場
人
物

の
姿
を
鏡
と
し
て
、
自
身
の
身
の
ふ
る
ま
い
を
顧
み
た
だ
ろ
う
か
。
或
い
は
そ
れ
に
感
化
さ
れ
、
眼
前
の
社
会
に
現
に
存
在
す
る
軍
士

の
窮
状
に
義
憤
を
覚
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
三
言
が
投
げ
か
け
る
社
会
的
矛
盾
に
対
す
る
視
線
は
、
当
時
の
読
者
に
た
だ
「
娯
楽
」
を
提

供
す
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
重
み
の
あ
る
問
い
を
投
げ
か
け
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

注

（
1
）  

孫
楷
第
『
中
國
通
俗
小
說
書
目
』（
初
版
は
一
九
三
二
年
北
京
図
書
館
中
国
大
辞
典
編
纂
所
印
刊
。
本
論
で
は
一
九
五
七
年
作
家
出
版
社

の
再
版
に
拠
る
）
は
、
現
存
す
る
天
許
斎
刊
本
（
日
本
内
閣
文
庫
蔵
）
に
つ
い
て
「
明
昌
啓
間
」（
泰
昌
︹
一
六
二
〇
︺、
天
啓
︹
一
六
二

一－

二
七
︺）
刊
本
と
推
測
す
る
（
九
一
頁
）。

（
2
）  

山
口
一
郎
「『
今
古
奇
観
』
の
時
代
背
景
」（『
中
国
の
八
大
小
説
』、
三
八
四
~
三
九
二
頁
、
平
凡
社
、
一
九
六
五
年
）。

（
3
）  

三
言
の
底
本
に
は
全
て
『
古
本
小
說
集
成
』
第
四
輯
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
所
収
影
印
本
を
用
い
る
。
本
文
引
用
の
際

に
は
可
能
な
限
り
原
本
の
文
字
づ
か
い
に
依
拠
す
る
。

（
4
）  

北
宋
・
魏
泰
撰
『
東
軒
筆
錄
』
は
『
叢
書
集
成
初
編
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
三
五
年
）
第
二
七
六
〇
冊
に
拠
る
。
原
話
の
指
摘
に
つ
い

て
は
譚
正
璧
『
三
言
兩
拍
資
料
（
上
）』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
九
五
・
九
六
頁
参
照
。
な
お
本
論
文
執
筆
に
際
し
、
三
言

の
原
話
研
究
に
関
し
て
、
小
川
陽
一
『
三
言
二
拍
本
事
論
考
集
成
』（
進
典
社
、
一
九
八
一
年
）
を
多
分
に
参
考
と
し
た
。

（
5
）  

注
（
4
）
前
掲
の
譚
正
璧
著
一
九
~
二
七
頁
参
照
。

（
6
）  

柴
田
清
継
訳
『
三
言
選
訳
（
上
）』（
翠
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
は
「
こ
の
街
は
営
裏
の
軍
人
の
家
ば
か
り
で
」（
九
頁
）
と
訳
す
。

（
7
）  

明
代
の
軍
制
に
つ
い
て
は
、
王
毓
銓
『
明
代
的
軍
屯
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
）、
山
根
幸
夫
『
明
代
徭
役
制
度
の
展
開
』（
東
京
女

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
号

112



子
大
学
学
会
、
一
九
六
六
年
）、
岩
見
宏
『
明
代
徭
役
制
度
の
研
究
』（
同
朋
舎
、
一
九
八
六
年
）、
谷
口
規
矩
雄
『
明
代
徭
役
制
度
史
研

究
』（
同
朋
舎
、
一
九
九
八
年
）、
川
越
泰
博
『
明
代
中
国
の
軍
制
と
政
治
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
一
年
）、
奥
山
憲
夫
『
明
代
軍
政
史

研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
を
参
考
と
し
た
。

（
8
）  
『
太
祖
實
錄
』
巻
二
二
三
（
洪
武
二
十
五
年
十
二
月
）
丙
午
の
條
、「
計
内
外
武
官
并
兵
馬
總
數
。
在
京
武
官
二
千
七
百
四
十
七
員
、
軍

二
十
萬
六
千
二
百
八
十
人
、
馬
四
千
七
百
五
十
一
匹
。
在
外
武
官
萬
三
千
七
百
四
十
二
員
、
軍
九
十
九
萬
二
千
一
百
五
十
四
人
、
馬
四
萬

三
百
二
十
九
匹
。」

（
9
）  

注
（
7
）
前
掲
の
川
越
氏
著
書
一
二
頁
。

（
10
）  

明
・
陳
子
龍
ら
編
『
皇
明
經
世
文
編
』
巻
三
三
七
（『
續
修
四
庫
全
書
』
第
一
六
六
〇
冊
所
収
明
崇
禎
平
露
堂
刻
本
影
印
に
拠
る
）。

（
11
）  

注
（
7
）
前
掲
の
王
毓
銓
著
書
、
下
編
「
一
.
屯
軍
與
軍
戸
」
及
び
「
五
.
屯
軍
反
封
建
的
階
級
鬭
争
」
参
照
。

（
12
）  

塩
谷
温
監
修
／
辛
島
驍
訳
注
『
醒
世
恒
言
（
一
）』（
東
洋
文
化
協
会
、
全
訳
中
国
文
学
大
系
第
一
集
第
十
巻
、
一
九
五
八
年
）
四
四
三

頁
。

（
13
）  

明
・
臧
懋
循
編
『
元
曲
選
』（『
續
修
四
庫
全
書
』
第
一
七
六
一
冊
所
収
浙
江
図
書
館
蔵
明
万
暦
刻
本
影
印
に
拠
る
）。

（
14
）  

葉
徳
均
『
戲
曲
小
說
叢
考
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
）
下
冊
「
三
言
二
拍
來
源
考
小
補
」
五
七
五
頁
。

（
15
）  

明
・
陶
輔
撰
『
花
影
集
』
は
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
蔵
本
（
請
求
記
号
:
へ
二
一　

〇
一
二
三
五　

一－

二
）
に
依
拠
す
る
。

（
16
）  

『
花
影
集
』
と
後
続
書
と
の
比
較
は
、
伴
俊
典
「『
花
影
集
』
所
収
「
劉
方
三
義
傳
」
の
伝
播
に
つ
い
て
―
『
燕
居
筆
記
』
及
び
『
醒

世
恒
言
』
と
の
関
係
を
中
心
に
―
」（『
中
國
文
學
研
究
』
第
三
十
二
期
、
六
二
~
七
六
頁
、
早
稲
田
大
学
中
国
文
学
会
、
二
〇
〇
六
年

十
二
月
）
に
も
詳
し
い
。

（
17
）  

『
燕
居
筆
記
』
は
『
古
本
小
說
集
成
』
第
一
輯
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
所
収
影
印
本
『
增
補
批
點
圖
像
燕
居
筆
記
』（
題

署
「
明
叟　

馮
猶
龍　

增
編
／
書
林　

余
公
仁　

批
補
」）
に
拠
る
。『
古
本
小
說
集
成
』
の
魏
同
賢
「
前
言
」
は
、
原
刊
本
『
燕
居
筆
記
』

に
増
補
を
施
し
た
の
を
馮
夢
龍
と
称
す
る
の
は
仮
託
で
あ
り
、
実
際
は
書
林
余
公
仁
が
編
輯
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

（
18
）  

『
情
史
』
は
魏
同
賢
主
編
『
馮
夢
龍
全
集
』
三
七
・
三
八
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
所
収
影
印
本
に
拠
る
。

（
19
）  

『
英
宗
實
錄
』
巻
三
五
六
（
天
順
七
年
八
月
）
丙
辰
の
條
、『
憲
宗
實
錄
』
巻
三
（
天
順
八
年
三
月
）
甲
戌
の
條
、『
憲
宗
實
錄
』
巻
三
七

馮
夢
龍
三
言
に
見
る
軍
士
の
表
象
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（
成
化
二
年
十
二
月
）
乙
卯
の
條
。
陶
輔
の
生
平
に
つ
い
て
は
、
程
毅
中
「
陶
輔
評
傳
」（『
明
清
小
說
研
究
』
一
九
九
九
年
第
四
期
、
一
三

~
一
六
頁
）、
喬
光
輝
「
陶
輔
“
先
人
”
生
平
事
迹
考
―
兼
論
對
『
花
影
集
』
的
影
響
」（『
明
清
小
說
研
究
』
二
〇
〇
五
年
第
一
期
、
一

九
二
~
一
九
八
頁
＋
二
二
六
頁
）
が
あ
る
。

（
20
）  
注
（
19
）
前
掲
の
喬
光
輝
氏
論
文
一
九
八
頁
。

（
21
）  

例
え
ば
『
英
宗
實
錄
』
巻
十
五
（
正
統
元
年
三
月
）
戊
辰
の
條
、「
錦
衣
衛
卒

0

0

皇
甫
經
冒
稱
校
尉
行
事
、
取
人
財
物
。
事
覺
、
下
法
司
」

の
よ
う
に
、「
~
衛
卒
」
と
い
う
形
で
「
~
衛
の
軍
士
」
を
意
味
す
る
例
が
数
件
見
ら
れ
る
。
以
下
の
例
に
見
ら
れ
る
「
衛
軍
卒
」
と
い
う

語
を
省
略
し
た
の
が
「
衛
卒
」
か
。『
世
宗
實
錄
』
巻
四
一
七
（
嘉
靖
三
十
三
年
十
二
月
）
丁
亥
の
條
、「
兵
部
尚
書
聶
豹
等
言
、『
︙
（
中

略
）
︙
各
衛
軍
卒

0

0

0

、
兵
甲
朽
鈍
、
遇
敵
則
奔
、
則
軍
營
未
壘
︙
︙
。』」

（
22
）  

小
野
四
平
『
中
国
近
世
に
お
け
る
短
篇
白
話
小
説
の
研
究
』（
評
論
社
、
一
九
七
八
年
）
一
〇
九
~
一
一
〇
頁
。
ち
な
み
に
小
野
氏
は
孫

九
を
「
市
井
の
小
民
」
と
表
現
し
て
い
る
が
（
一
〇
九
頁
）、
孫
九
は
軍
戸
出
身
の
軍
士
で
あ
ろ
う
か
ら
、「
民
」
で
は
な
く
「
軍
」
と
言

う
の
が
正
し
い
。

（
23
）  

明
・
焦
竑
輯
『
國
朝
獻
徴
錄
』（
台
湾
学
生
書
局
、
国
立
中
央
図
書
館
蔵
本
影
印
、
一
九
六
五
年
）
に
拠
る
。

（
24
）  

于
志
嘉
『
明
代
軍
戸
世
襲
制
度
』（
台
湾
学
生
書
局
、
一
九
八
七
年
）、
同
「
明
代
軍
戸
の
社
会
的
地
位
に
つ
い
て
―
科
挙
と
任
官
に

お
い
て
―
」（『
東
洋
學
報
』
第
七
一
巻
三
・
四
号
、
三
一
一
~
三
五
一
頁
、
東
洋
文
庫
、
一
九
九
〇
年
三
月
）、
同
「
明
代
軍
戸
の
社
会

的
地
位
に
つ
い
て
―
軍
戸
の
婚
姻
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
明
代
史
研
究
』
第
十
八
号
、
七
~
三
一
頁
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
〇
年
三
月
）

参
照
。

（
25
）  

明
・
過
庭
訓
纂
輯
『
本
朝
分
省
人
物
考
』
は
『
明
朝
分
省
人
物
考
』（
広
陵
書
社
、
明
天
啓
間
刻
本
影
印
、
二
〇
一
五
年
）
に
拠
る
。

（
26
）  

寧
波
市
天
一
閣
博
物
館
整
理
『
景
泰
二
年
進
士
登
科
錄
』（
寧
波
出
版
社
、
天
一
閣
蔵
明
代
科
挙
録
選
刊
・
登
科
録
、
二
〇
〇
六
年
）
に

拠
る
。

※ 

本
論
文
は
令
和
三
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
若
手
研
究
・
課
題
番
号
Ｊ
Ｐ
一
八
Ｋ
一
二
三
一
〇
「
明
代
武
官
を
中
心
と
し
た
社
会
的
異

種
階
層
間
の
文
学
的
交
流
の
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
号
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